
S岬射:

永
年
、
秩
父
の
沢
を
ぐ
ま
な
く
歩
い
て
き
た
奥
多
摩
曲
岳
会
の

第

一
線

´
メ
ン
バ
ー
が
、
あ
な
た
を
秩
父
の
谷
へ
招
待
す
る
…
…

奥
秩
父
の
谷
の
あ
ら
ま
し

奥
秩
父
は
深
山
幽
谷
を
も
っ
て
知

ら
れ

て

い

る
。
し
か
し
、
こ
の
奥
秩
父
に
大
が
か
り
な
伐
採

が
入
っ
て
久
し
い
。
昼
な
お
暗
く
、

「通
ら
ず
」

を
至
る
所
に
秘
め
た
奥
秩
父
の
谷
も
、
伐
採
と
林

道
工
事
の
上
砂
で
埋
め
ら
れ
、
昔
日
の
面
影
を
失

い
つ
つ
あ
る
。
林
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
た

ち
を
恨
む
の
は
、
登
山
者
の
エ
ゴ
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
奥
秩
父
に
そ
の
源
を
発
す
る
谷
に
つ
い

て
簡
単
に
記
し
て
み
よ
う
‘

◇
多
摩
川
流
域

一
ノ
瀬
川
　
丹
波
川
は
青
梅
街
道
の
一
ノ
瀬
嬌

で
一
ノ
瀬
川
Ｌ
柳
沢
川
に
分
か
れ
る
。　
一
′
瀬
川

は
竜
喰
谷
と
多
摩
川
流
域

一
の
悪
さ
を
誇
る
大
■

本
谷
を
有
す
る
。

◇
荒
川
流
域

二
瀬
ダ
ム
よ
り
下
流
の
大
久
保
谷
、細
久
保
谷
、

川
油
谷
、
大
血
川
ほ
伐
採
と
林
道
工
事
の
た
め
、

沢
歩
き
の
コ
ー
ス
と
し
て
は
興
味
の
な
い
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
洞
川
　
大
洞
川
か
ら
和
名
倉
山
に
突
き
上
げ

て
い
る
谷
に
和
名
倉
沢
、
市
ブ
沢
、
惣
小
量
沢
が

あ
る
．
荒
沢
谷
と
そ
の
支
流
の
桂
谷
は
、
奥
秩
父

北
画
の
谷
の
人
間
コ
ー
ス
と
い
え
る
Ｇ
栂
沢
、
滋

谷
は
大
洞
川
を
遡
行
し
て
か
ら
入
る
た
め
、
谷
で

一
夜
を
明
か
す
こ
と
に
な
る
。
川
胡
桃
沢
、
■
戸

沢
は
伐
採
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

滝
沢
　
和
名
倉
山
か
ら
荒
川
に
直
接

注

ギ
沢

で
、
滝
の
数
も
多
く
、
ま
と
ま
っ
て
い
る
谷
だ
。

滝
川
谷
　
滝
の
数
、
悪
き
、
規
模
か
ら
い
っ
て

三
焼
沢
が

一
番
で
あ
る
。
滝
＝
谷
の
源
流
水
品
谷

と
古
礼
沢
、
ブ
ド
ウ
沢
が
占
く
か
ら
親
し
ま
れ
て

い
る
。
八
百
谷
は

一
〇
年
ぐ
ら
い
前
に
伐
採
で
埋

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

入
川
谷
　
滝
の
数
で
は
ほ
か
に
引
け
を
と
ら
な

い
大
荒
―――
谷
Ｌ
、
荒
川
の
源
流
真
′
沢
は
最
も
奥

秩
父
ら
し
い
雰
囲
気
を
秘
め
て
い
る
。

０
笛
吹
川
流
域

奥
秩
父
の
中
心
部
て
そ
の
源
を
持
つ
■
吹
川
は

，
マ
ン
チ
ッ
ク
な
そ
の
名
と
は
逆
に
、
深
山
山
谷

を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に

一
枚
岩
の
ナ
メ

で
構
成
さ
れ
た
滝
と
釜
の
美
し
さ
は
ほ
か
で
は
見

ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
東
沢
は
途
中
で
信
州
沢
と

金
山
沢
を
分
け
る
が
、
金
山
沢
は
美
し
い
ナ
メ
が

連
続
し
て
い
る
し

◇
本
谷
川
流
域

一
ノ
瀬
川
大
常
木
谷

本
谷
川
ほ
増
富
温
泉
よ
り
約
四
Ｆ
上
流
で
、
金

峰
山
の
五
丈
岩
に
突
き
上
げ
る
批
把
窪
沢
と
、
大

目
小
屋
に
突
き
上
げ
る
全
‐―‐
沢
に
分
か
れ
る
が
、

と
も
に
遡
行
価
値
は
少
な
ｔ

◇
千
曲
川
流
域

甲
武
信
ガ
■
は
そ
の
名
の
示
す
と
お
り

甲ヽ
州
ヽ

武
州
、
信
州
の
二
国
界
を
成
し
て
い
る
。
中
州
に

流
れ
る
の
が
簡
吹
川
、
武
州
に
流
れ
る
の
が
荒
川

で
、
と
も
に
立
派
な
谷
を
源
流
と
し
て
い
る
が
、

信
州
に
流
れ
る
千
山
川
は
迪
有
価
値
が
な
い
。

塚^
口
信
■

・
記
）

田
多
摩
川
流
域

一
の
悪
谷

一
ノ
瀬
川
大
常
木
谷

ナ′
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日
原
川
　
雲
取
出
の
東
面
に
源
を
持

つ
唐

松

谷
、
大
雲
取
谷
と
そ
の
支
流
小
雲
取
谷
は
、
奥
秩

父
の
雰
囲
気
を
充
分
に
満
た
す
谷
で
あ
る
。

後
山
川
　
奥
多
摩
湖
の
背
水
の
上
流
に
流
れ
る

後
山
川
の
上
流
に
は
、
三
条
沢
、
青
岩
谷
、
権
現

谷
と
い
う
中
級
向
の
谷
が
あ
る
。

滑
瀞
谷
　
丹
波
川
の
名
勝

・
滑
瀞
の
廊
下
の
上

で
、
小
常
本
谷
Ｌ
火
打
石
谷
に
分
か
れ
る
が
、
と

も
に
沢
歩
き
の
コ
ー
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
。



大
常
■
卜
は
一向
側

，
■
一
ｉ
ｔ

，
、　
七́
ヴ
一■

，
Ｌ

■
ザ
●
〓
ィ
す
●
な
宅
蓼
に
は
■
ま
■
、
多
ヽ
１１１
■

■
で
〓
有
夕

●
ス
テ
，
Ｉ
Ｉ
持
●
”
谷
‐

一主
軒
■
奥
多
摯
駅
か
ら
■
波
行
の
西
東
京
【
ス

で
黎
点
ま
で
行
‘
、
‥
―
■
ら
徒
渉
に
て
下
嗜
■

ｔ
■
・●

一時
■
で
あ
る
．
下
降
点
は
一
′
順
林
通

‥
、
「

，

一
ｔ
三
〓
分

′，
■
■

広
く
切
り
取

，′
れ
た

ヽ
■
■
ち
――
、　
こ
力
宅

，
一―ニー
い
の
路
二
″
■
急

ト

■
，

ア
ー

，
ノ
ｒ

，
ど
出
奮
た

‐１１
る
．

徒
渉
し
て
大
■
本
谷
に
・へ
る
と
、

―
●
ご
ｉ′
く
ま

■
―
静
か
な
廊
下

，
き
て
あ
る
．
突
然
瑾
続
し
て

ｔ
が
現
わ
れ
る
が
、

１１
１‥―‐

，Ｉ‥

■
―

ン
ト
は

，
■

，

■
）
腰
ま
で
つ
か
ぅ
て
崚
●
け

二
、
主
千
が
官
登

弓
籠
．
高
巻
き
は
■
守
●
■
場
を
取
る
が
、
足
場

は
キ
ろ
い
．
滝
―
だ

ヽ
る
と
一Ｌ
■
は
さ
ら
に

，
■

，
ｒ
小
滝
と
廊
下
が
■
耗
し
、
幽
谷
の
■
囲
気
ｌｉ

●
点
そ
あ
る
●

■
，
シ
キ
■
を
越
え
〓
―
阜
”
も
な
く
、
前
方
に

，

”
■
■
■
‘
■
■
、
■
〓
■
ｒ
ヽ

一
デ
ニ
■
●
Ｉ
４
千
■

，
，一
．，
■
一，■
・■
４
■
．　
ｔ４
・
一
´
、
＾
●
　
・́

．̈　
　
・４に

，
一
ｔ
´

な
■
流
は
■
■
―■
●
〓
■
●
て
お
下
―
・、
――‥‐
一ｔ
ｔ

，
で
あ
る
．
上
部
が

ハ
′
グ
し
て
置

ヽ
”
は
“

―
´

く
、
左
■
の
賓
を
注
意
し
‐ご
■
●
、
■
み
跡
缶

●

に
進
む
と
す
え
な
れ
■
一

，
■
ち
――
に
１１１‐
る
．
し
汁

ら
１
進
む
と
、
谷
は
明
〓
Ｉ
な
０
＝
嘱
が
出
て
く

メ
ラ
の
■
こ
こ
キ
■

＝
目

″
吉

‐――‐
地
と
し
た
―

■
日
日
、
ア
■

′

（
■
を
越
え
る
と
山
女
魚
淵

ＩＣ
ぶ
つ
か
る
‐
深
く
侠

い
淵
で
へ
十
り
は
困
難
、

各
キ
を
巻
′
、

な
岸
は
大
Ｉ
Ｉ
一き
と
な
う
、
沢
に

ｔ
ｔ
ろ
な
、
を
■
下
降
■
Ｌ
Ｉす

る
こ
Ｌ〓
‐ヽ．な
〓
ら

で
‐ｉ‐
〓
■

●
■
●
に
■
１
・
．
■
が
連
続
十
る
中
を
Ｌ

高
Ｉ

Ｉ
ｒ

，
一、
左
一岸
よ
―

・■
、■
ン
沢
，，
　
１■
ｌ
ヵ

滝
を
懸
一け
て
い
る
‥　
一●
た
て
二
段
お
広

，
■
軸

，

■
■
七

聞
ｒ

■

●

、　
い

・
■
Ｆ
ｒ

ｔ

ｒ
１１

，
１

年
十Ｌ

一
十
■

ス
■
、　
一

，

１１
快
こ
な
キ
ー
■
■
″
露
下
を
ｒｆ
た
，
ｒ
ｉ
〓

と
“

■
樹
林
一■
―
な
―
、　
ｉ‐
単
に
会
所
小
［ｔ
カ
ー
侵
■

一「
′√
アニ
、
イ
ヽ
プつ
．．　
・ヽ
こ
，か
ヽ̈

●
■
に
―て
―
本
林
道
を

一

／
■
ま
た
は

モ
リ
宅
棋

（

■
，

ｔ
ｏ
こ

，
■
■
一
―
〓

ろ

が
、　
一員
■
■
ζ
■
一■
●
■

，
明

は

■
あ
ス
■

会
所
‐小
量
の
１
■
■
に
ｔ

●
―
三
十
ｔ
な
ゴ
Ｉ

Ｉ

・‐．
●
が
続
き
、
“

エ
モ
ン

左
　
一
占
●
・̈ヽ
”
〓
れ

、
　
″口

■̈
，

」
・一
■

一
―
●
‐
　
´
■
の
一
ユ
‐・―ユ
一
ム■
●
¨，

か

，

■
ヽ
り
■、　

て́

力

／
「
ｆ
ｉ
τ

ネ
流
ギ
■

圧
ｒ
●
ち
て
い

″
・
　
こ
こ
は
■
■
の
共
通

な
出″
場

■
―
―
を
今

‘
て

こ
え
る
．Ｉ
ｆ

７
●
↑

，
‘Ｌ

ヽ
け
た
滝
を
　
う
●

イ
、

二‐

‐
　
一』
ル
ｔ
ｉ

ト
ー

■
■

一
〓

‘‘ヽ

■
―
●̈
が
「
一
一
■
―
一〓
一ｒｔ

，
ｆ■

，
、　
イ
ー
，　
一
４
・
す
●
―
十
ヽ

■
一
‥
ヤ
■
‐■
―
一
●
〓　
一■
〓
Ｉ
Ｆ

ｉ工
・τ・一ｔ
ｉ■
ｌ
ｉｔ
ｉ（
・●
、　
■
　ヽ
一

‐ｒ
，

■
，

ハ
●
，
Ｉ′
状

０
「

ら
■
流

れ
に
入
る
．

●
一斜
は
ど
た
と
た
●
し

て
、
急
〓
な
続
け
る
Ｌ
講

方

に
縦
ｔ
路

の
本
橋
が
■

・た
イ、
イ
■
う
，

縦
走
路
か
ら
力
帰
路
は

将
監

――――‐
か
ら

一
ノ
瀬

へ
下

■
ｔ
ｉ
よ

―・、
が
、
飛
ｔ
「

■
，

り
、

‐
ヽ
■
力
宅
限
十

丹
泣

へ
下
ろ
ら
が
最
”
時

間

で
あ
る
，

コ

ー

ス

タ

イ

ム

第

一
日
　

，
波

（
■
時
判
）

一
　

“薇

ツ
■
体
道
入
日

（
三
●
分
）
ド

推
点

（
〓
一●
分
）
出
合

（
一
町

雨
三
０
分
）
千
音

ノ
滝

（
三
〓

．
二

河
千
　
　
　
　
　
　
　
　
大
洞
川
荒
沢
桂
谷

第
二
日
　
河
京

（
●
１
分

，
ｒ

■
●
＝●

（
一
ヽ
■
）
■
カ
プ
ヽ
一
（　
」一
■
■
　

オヽ
ー
ｒ

一■
小
旱

（
一
時
ヽ
ｒ
ｌ
■

一
一
時
「
）
●
ｔ
路

（二
〓

，
）
ｔ
ｉ
１１１
　
（
一
時
詢
三
・
●
ァ
一
■
■
ラ

，
■
■

―■
）

藤̈
井
　
諭

，
記

｝

圏
最
も
雄
大
な
規
模
を
有
す

大
洞
川
和
名
倉
沢

人
河
‐――
が
三
頗
●
二
二
人
ろ
う
と
す

フ〓
所

，

，，
、
和
名

ｉ
■
一
（
「
■
――Ｉ
Ｔ
ＩＩＩ
●
【
掛
甘
て

Ｉ
●

■
三
分
Ｆ
入
る
大
き
な
切
れ
込
た
が
和
名
今
沢
で

あ
八
１
‥

一
の
沢
に
７
め
・″
■
■
人

，
・な
た
、
〓Ｔ
ヽ

■
た
だ
深

い
‘
ヤ
淵
、
そ
れ
は
■
行
者
の
■
―
千

■
ｉ

■
、
ま
た
歓
喜
力
●
を
挙
げ
さ
せ
る
〓

１
瀬
ダ
ム
を
波
り
、　
二
峰
神
社
の
有
●
道
路
う

方
崚
■
か
ら
少
し
一
湖
●

＾
に
■
１
■
●
た
■

■

―
、
こ
こ
な
■
ｌ
思
わ
れ
る
ヵ
レ
三
●
―
卜
■
兵

イ
て
下
る
，
●
合
は
大
き
な
切
■
込
み
〓
な
‘
て

却名倉沢大滝 石 天常木谷不奎¬ノ滝
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い

I●
う・メ

,1ナ
=

`●

ナ●

日 t｀

4ヽ

′::t
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■

ヽ
Ｐ
．
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格

「
一　
沢
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１．
一●
の
で
、　
一，
く
■
に
′
●
■
■
〓
わ
か

，●
．

■
一
烹
々

，
●
　
力
■
学
か
ら
一千
”
一
へ
十
ｈ
ｉ
■
ｉ
〓

４
■

１
■
」森
■
■
′■

，
●
′■
市
Ｆ
（
Ｉ
子
ｉ
三
を
．　
■

，

は
し

，
■‘‥′
Ｌ
Ｔ
ｉ

ｔ
な
る
が
、
そ
力
■
〓
廊
下

に
な
■
て
‐．―
●
．　
左
を

へ
ｆ
１
１，
ぎ
■
●
に
■
〓
●
・．
一
壼

‥―
か
ら
れ
■
一
■
を
迎
え
る
と
、
再
び
両
早
は
■

■
Ｌ
な
っ
て
、　
一
二
Ｉ
の
弁
Ｉ
滝
が
行
Ｉ
手
を

，

む
，
ｔ
ｉ
■
・大
″
―

〓ヽ
さ

い
て
　
・
１１１‐
に
出
う
．
上
エ

の
ゴ
‐よ
は１

，
ヽ
■
‘
、
左
■
が
一
↑
■
１
カ
し
て
ｔ、

‘
付
近
を

一
海
薇

ｆ
ｌ

，
１

放
■
の
滝
を
越
え
る
と
、

「
こ
教
場
が
あ
４
，

■
力
ｔ
か
ら
和
名
●
沢

，
核
■
部
■
人
ろ
．
三
〓

ル
■
●
し
い
十
て
■
〓
■́
丁
′ψ
●
〓
●
二
■
に
一〈
■
ｉ
な
―，‥「√〓

な

っ
て
水
谷
が

，
１

て
く
ろ
　
■
流
ｔ
三
浩
●
１‐ｔ

ｔ
■
●
、́
ま
十
■
年
二
●
■
■‐
ｉ
増
し
て
ｔ

，
■
三
二

皓
ノ
滝

，
ｔ
■
た
〕″
″
記
録
え
■
■
年
Ｌ
、
一工
●
な

●●メ

■
補
Ｆ
＝
¨
”
“
＾


